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［事案 27-272］手術給付金支払請求 

・平成 28年 8月 29日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 肝癌の治療で病院に複数回入院し、経皮的エタノール注入療法、ラジオ波焼灼療法を行った

ため手術給付金を請求したところ、手術の区分・給付倍率に疑義があるとして、追加の手術給

付金の支払いを求めて申立てのあっもの。 

＜申立人の主張＞ 

 肝癌の治療で病院に複数回入院し、経皮的エタノール注入療法、ラジオ波焼灼療法を行った

ため、平成 14 年 9 月に契約した医療保険にもとづき、手術給付金を請求したが、以下のとお

り、追加の手術給付金を支払ってほしい。 

(1)ラジオ波焼灼療法は腫瘍および周辺組織を焼灼凝固し壊死させる手術であるのに対し、温

熱療法は腫瘍の病巣部を加温することにより、がん治療に役立たせようとするものであり、

治療方法、治療機序等が全く異なる。ラジオ波焼灼療法は、「悪性新生物根治手術」（入院

給付金日額に対する給付倍率 50 倍）に該当する。 

 (2)経皮的エタノール注入療法は、ラジオ波焼灼療法がラジオ波で焼灼し凝固壊死させるのに

対して、エタノールで凝固壊死させる療法であり、同じ穿刺局所療法なのに、一方を「手

術」として一方を「処置」とするのは明らかに矛盾する。経皮的エタノール注入療法は、

「その他の悪性新生物手術」（給付倍率 30倍）に該当する。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)ラジオ波焼灼術は、肝臓の癌病巣に対して経皮的に電極を刺し、電極周囲を高周波により

誘電加熱することで、悪性腫瘍の凝固焼灼を行う手術であり、その治療方法から、温熱療

法の「局所加温法」に準じるものとして「悪性新生物温熱療法」（給付倍率 15 倍）に該当

する。 

(2)経皮的エタノール注入療法は、「穿刺治療」に区分される治療行為として、「処置」に分類

されるものであり、約款に規定する「手術」ではない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

   裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、申立人の病状および手術の

内容等を把握するために、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、追加の手術給付金を支払いは認められず、その他保険会社に指摘すべき特

段の個別事情も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、業務規程第

37条にもとづき手続を終了した。 

 

 


